
世代間交流　グランドゴルフ大会 日帰り研修旅行（富岡製糸場）

一人暮らし高齢者会食の集い 一人暮らし高齢者会食の集い
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第5地区福祉プラン第5地区福祉プラン第5地区福祉プラン

　本庁管内のほぼ中央に位置し、神社仏閣が多く、有名な文化財や史跡が数多く残されています。喜多院は、家康
の信任が厚かった天海僧正、家光誕生の間、春日局の間、正月のだるま市や春の桜まつりなどで大変有名です。そ
の他、仙波東照宮、日枝神社も国の重要文化財に指定されています。

○在宅高齢者等給食サービス事業　
○一人暮らし高齢者つどい事業
○友愛訪問事業
○緊急連絡カード事業　　
○地区別福祉懇談会

○世代間交流事業
○年末年始見守り事業
○視察研修会
◯その他自治会主催事業各種
　（餅つき、ドッジボール大会等）

現在の地区の取り組み現在の地区の取り組み

エリアミーティングであげられた課題エリアミーティングであげられた課題

地域住民の状況地域住民の状況

地区の特徴地区の特徴
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地域活動を担う人材を育てよう
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 第5地区

●人　口 7,103人
 （前年比1.06％増）
●世帯数 3,026世帯

●高齢化率 22.2％

 川越市

 346,739人

 145,904世帯

 22.3％

※平成25年1月1日現在

◇地域の交流が少ない

◇集う場所がない

◇一人暮らしの高齢者が増えている

◇在宅介護に関しての不安やストレスがある

◇災害時のことが不安である

◇障害者への理解がない

◇子育てに対する手助けをしてくれるところがない

地区の活動目標地区の活動目標

⑥初雁作業所

⑦中央保育園

⑧ブリランテ（居宅支援・訪問介護事業所）
⑨川越市医師会訪問看護ステーション
　（居宅介護事業所こすもす）
⑩ケアセンターふくしのまち川越
　（訪問看護ステーションふくしのまち）

⑤医療法人埼玉病院（介護療養型医療施設）

⑦中央保育園 （居宅
⑩ケアセ
（訪問
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●自治会数……………8
●自治会集会所数……6

●自主防災組織数……7
●民生委員数…………13
●保健推進員数………2
●ボランティア団体数…4
●NPO団体…………3
●老人クラブ…………8
●病院…………………1
●一般診療所…………5
●歯科診療所…………4

①川越市総合福祉センター
②小江戸の庭（特別養護老人ホーム・デイサービス）
③真寿会デイサービスセンター小仙波
④地域包括支援センター小仙波

福祉施設等の地域資源福祉施設等の地域資源



具体的な取り組み

◉ 地域活動者・活動団体の連携を深めよう

� 近所の協力や、社会福祉施設などとの連携を含めて、地域全体で課題解決に取り組んでい
きます。
❶ 地区ごとの役員同士の交流を通して、2～3カ月に 1回の情報交換を行います。
❷ 自治会の運営は一極集中ではなく、役割を分担して取り組みます。
❸ 自治会長は、月例理事会等で地域交流の必要性について説明を行い、自治会役員の意識を高めます。
❹ 自治会で行う活動や小仙波町公民館事業、ボランティア活動など、様々な組織が行う事業を活性化すると
ともに、第 5地区全体として、情報共有する機会を設けていきます。

具体的な取り組み

◉ 地域活動の担い手を育てよう

� 自治会長や民生委員は、地域の集いの場に多くの人を誘い、参加者を増やす取り組みを行
います。
❶ 地域活動のボランティアを掲示板で募集します。
❷ 自治会役員が複数で、地域での声かけを多く実施していきます。

� 子どもに地域行事での役割等を与え、楽しみながら「自分の地域」を身近に感じてもらう
機会を設けます。
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策定：第 5地区社会福祉協議会
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川越市総合福祉センター内　TEL：049-225-5703
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◉ 地域住民の交流行事を充実させます　

　
� 自治会や育成会は、地域住民みんなが集える行事を継続して実施します。

� 福祉施設と連携し、地域住民の交流できる行事を実施していきます。
❶ 福祉施設が無料で地域に貸し出す多目的ルームを、会合や趣味の場として地域で活用します。
❷ 福祉施設職員と協力し、公民館や自治会集会所で、体操や趣味活動、リハビリ体操などを実施します。

具体的な取り組み

◉ 地域住民の集う拠点をつくります　

　
� 地域住民が気軽に集える拠点をつくります。

❶ 羅かんを活用し、地域住民が気軽に集える場を設けます。
　 また、ボランティアが活動の拠点として使えるようにしていきます。
❷ 自治会、ボランティア、民生委員等が協力し、誰でも来てお茶を飲みながら話ができる場所と時間を設け
ます。

� 自治会の役員は、地区ごとの役員同士の交流を隔月1回行います。

具体的な取り組み

第 5地区エリアミーティングの経緯

� 第1回　平成22年7月5日（木）北公民館 11名

� 第2回　平成22年9月13日（月）北公民館   8名

� 第3回　平成24年3月1日（木）小仙波町自治会館 64名

� 第4回　平成25年3月1日（金）小仙波町自治会館　 56名


